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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
Ｓ
ｏ
ｆ
ｔ
 

Ｔ
ｅ
ｎ
ｎ
ｉ
ｓ

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
３
１
７
２
Ｏ

【
作
者
名
】

　
ア
メ
リ
カ
ン
な
お
調
子
者

【
あ
ら
す
じ
】

　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
を
し
ま
す
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入
学
式

入
学
式
。

祐
史
「
１
年
１
組
・
・
・
つ
ま
ん
ね
ー
、
普
通
な
ク
ラ
ス
や
ん
」

将
太
「
よ
ー
、
祐
史
、
何
組
だ
っ
た
？
」

祐
史
「
１
組
だ
っ
た
。
将
太
は
？
」

将
太
「
俺
？
７
組
」

祐
史
「
は
？
一
番
遠
い
じ
ゃ
ん
！
つ
ま
ん
ね
ー
」

・
・
・

俺
の
名
は
、
稲
本
祐
史

イ
ナ
モ
ト
ユ
ウ
ジ

小
学
校
時
代
、
近
所
の
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
に
入
っ
て
、
伊
東
将
太
と
ダ
ブ
ル
ス
で

イ
ト
ウ
シ
ョ
ウ
タ

小
学
生
の
全
国
大
会
を
制
し
た
。

将
太
「
ん
で
ー
？
祐
史
何
部
入
る
？
」

祐
史
「
テ
ニ
ス
部
ね
ー
の
？
」

将
太
「
テ
ニ
ス
部
は
無
い
け
ど
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
は
あ
る
よ
」

祐
史
「
ふ
ー
ん
、
少
し
行
っ
て
み
る
か
。
」
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純
介
「
は
い
は
い
ど
ー
し
た
１
年
？
お
せ
ぇ
！
お
せ
ぇ
！
弱
す
ぎ
だ
ろ
て
め
ー

ら
？
」

謙
一
「
だ
っ
て
・
・
・
僕
た
ち
・
・
・
」

俊
英
「
初
心
者
だ
し
・
・
・
」

廉
太
郎
「
関
係
ね
ぇ
よ
！
ほ
ら
！
こ
の
ボ
ー
ル
捕
れ
！
」

謙
一
「
こ
ん
な
シ
ョ
ッ
ト
・
・
・
取
れ
る
訳
・
・
・
！
」

顔
面
に
直
撃
し
た
。

俊
英
「
大
丈
夫
？
謙
一
！
」

廉
太
郎
「
て
め
ー
も
ボ
ー
っ
と
し
て
、
助
け
よ
う
と
し
て
ん
じ
ゃ
ね
ー
よ
！
」

俊
英
「
ス
・
・
・
ス
マ
ッ
シ
ュ
！
！
」

廉
太
郎
「
オ
ラ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ッ
！
！
！
」

バ
シ
イ
イ
イ
ィ
ッ
！
！

将
太
「
は
ー
い
そ
こ
ま
で
ー
、
や
め
と
い
た
方
い
い
よ
？
結
構
あ
ん
た
い
い
才

能
持
っ
て
ん
の
に
・
・
・
」

将
太
は
素
手
で
、
ボ
ー
ル
を
止
め
た

祐
史
「
宝
の
持
ち
腐
れ
っ
て
や
つ
？
」



4

廉
太
郎
「
な
ん
だ
て
め
ー
ら
、
、
、
調
子
こ
い
て
ん
じ
ゃ
ね
ー
よ
１
年
坊
主
が

ぁ
！
」

純
介
「
ム
カ
っ
と
き
た
わ
・
・
・
県
大
会
ベ
ス
ト
４
の
俺
ら
と
戦
わ
せ
て
ベ
ソ

か
か
せ
て
や
る
わ
ガ
キ
が
っ
！
」
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入
学
式
（
後
書
き
）

稲
本
祐
史
　
１
２
歳
　
１
０
月
１
日
生
ま
れ

右
利
き
、
ラ
ケ
ッ
ト
：
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｏ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
 

８
Ｖ
 

Ｒ
Ｅ
Ｖ
（
Ｙ
Ｏ
Ｎ
Ｅ

Ｘ
）

伊
東
将
太
　
１
３
歳
　
４
月
４
日
生
ま
れ

左
利
き
、
ラ
ケ
ッ
ト
：
Ｘ
ｙ
ｓ
ｔ
 

Ｘ
Ｚ
－
１
（
Ｍ
Ｉ
Ｚ
Ｕ
Ｎ
Ｏ
）



6

初
ス
マ
ッ
シ
ュ

純
介
「
お
い
、
そ
こ
の
ガ
キ
！
」

将
太
「
ん
ー
？
」

純
介
「
お
前
、
ラ
ケ
ッ
ト
ね
ー
だ
ろ
！
？
」

祐
史
「
硬
式
ラ
ケ
ッ
ト
し
か
な
い
け
ど
・
・
・
」

廉
太
郎
「
お
前
ら
、
硬
式
や
っ
て
た
の
？
」

祐
史
「
ま
ー
ね
。
」

純
介
「
て
め
ぇ
ら
、
ガ
キ
に
は
、
そ
れ
で
十
分
だ
ろ
？
」

将
太
「
い
い
け
ど
・
・
・
。
」

・
・
・

俊
英
「
じ
ゃ
・
・
・
じ
ゃ
ぁ
、
僕
が
審
判
を
し
ま
す
。
サ
ー
ブ
は
、
純
介
、
廉

太
郎
ペ
ア
か
ら
で
！
」

５
ゲ
ー
ム
マ
ッ
チ
プ
レ
イ
ボ
ー
ル
！
！

・
・
・

純
介
「
瞬
殺
し
て
や
る
・
・
・
！
」
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純
介
は
高
い
ト
ス
を
上
げ
た
。

純
介
「
オ
ラ
ァ
・
・
・
・
よ
ぉ
っ
！
！
！
！
」

ス
パ
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ッ

謙
一
「
は
・
・
・
速
い
！
！
」

将
太
「
あ
ら
よ
・
・
・
っ
と
」

将
太
は
軽
い
感
じ
で
返
し
た
。

し
か
し
、
球
は
伸
び
ず
、
ネ
ッ
ト
に
引
っ
か
か
っ
た
。

将
太
「
あ
れ
？
や
っ
ぱ
り
ソ
フ
ト
と
は
違
う
か
。
」

祐
史
「
当
た
り
前
だ
。
な
ん
で
あ
ん
な
に
遅
い
サ
ー
ブ
を
ミ
ス
っ
て
ん
だ
よ
。
」

そ
の
言
葉
に
、
純
介
は
怒
り
を
感
じ
た
。

純
介
「
遅
い
・
・
・
？
じ
ゃ
あ
、
て
め
ー
は
取
れ
ん
の
か
？
」

１
－
０

純
介
「
し
ね
え
え
え
え
え
っ
！
！
！
」

ス
パ
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ッ
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祐
史
「
ま
ー
だ
・
・
・
遅
い
よ
っ
♪
」
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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この小説の詳細については以下のＵＲＬをご覧ください。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て
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